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第
三
回
常
任
理
事
会

北 海 道 行 政 書 士 会 報

日

時

昭
和
45
年
4
月
18
日

午
後
ー
時

と
こ
ろ

札
幌
市
南
ー
条
西
5
丁
目

愛
生
館
ビ
ル
4
F

出
席
者

渡
辺
会
長
、
星
副
会
長

犬
飼
、
石
川
、
長
谷
川
、
有
馬
、
成
沢
!
!
常
任

理
事

議

事
一
、
会
長
、
開
会
挨
拶

二
、
議
案
審
議

ー
号
議
案

卸
周
年
記
念
の
費
用
の
捻
出
に
つ
い
て

圀

第
中
画
定
時
総
会
に
決
議
さ
れ
た
案
に
基
づ
い
て

進
行
す
る
こ
と
o

(第51号)昭和45年 5月20日

回

訓
円
宛
拠
出
を
範
囲
を
広
げ
て
会
長
、
副
会
長
、

理
事
、
監
事
、
綱
紀
委
員
、
支
部
長
、
支
部
役
員
と

し
、
記
念
誌
発
行
の
広
告
料
と
す
る
。

(そ
の
場
合
領
収
証
を
発
行
す
る
。
本
会
名
と
す
る

こ
と
。)

国

会
員
ー
人
宛
の
300
円
の
拠
出
は
支
部
長
が
取
纏
め

る
よ
う
お
願
い
す
る
。
そ
の
場
合
支
部
交
付
金
と
相

殺
す
る
よ
う
に
取
計
い
、
そ
の
文
案
を
作
制
し
て
発

送
す
る
こ
と
o

2
号
議
案

記
念
誌
発
行
に
つ
い
て

商
社
関
係
の
広
告
を
出
来
る
だ
け
掲
載
す
る
。
そ
の
趣

意
書
と
芳
名
簿
を
作
り
役
員
が
商
社
を
訪
問
し
て
協
力

を
願
う
こ
と
o

3
号
議
案

各
部
長
事
務
引
継
に
つ
い
て
各
々
の
部
で
引

継
ぐ
こ
と
。

4
、
真

の

他

の
}
大
臣
表
彰
を
願
う
こ
と
。

昭和45年 5月20日

り
非
行
政
書
士
の
絶
無
を
期
し
、
同
時
に
行
政
書
士
法
制
定
二

十
周
年
並
び
に
強
制
会
十
周
年
を
祝
し
、
昭
和
四
十
五
年
十
月

上
旬
札
視
市
に
お
い
て
こ
の
記
念
の
式
典
を
行
な
う
次
第
で
あ

り
ま
す
。

以

上

◎

行
政
書
士
法
制
定
二
十
周
年
記
念

式
典
挙
行
に
つ
い
て
お
願
い

北 海 道 行 政 書 士 会 報

去
る
二
月
二
十
二
日
本
年
度
総
会
に
お
い
て
、
行
政
書
士
法

制
定
二
十
周
年
記
念
式
典
施
行
に
つ
い
て
決
議
を
得
ま
し
た
の

で
、
次
の
計
画
に
基
づ
き
式
典
を
挙
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
式
典
の
目
的
は
、
ご
承
知
の
如
く
行
政
書
士
法
制
定
二
十

周
年
、
強
制
会
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
、
会
員
各
位

の
ご
協
力
に
よ
り
本
会
が
今
日
の
発
展
を
見
る
こ
と
と
な
り
、

ご
同
慶
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
行
政
書
士
法
の
趣
旨

が
必
ず
し
も
一
般
的
に
周
知
徹
底
し
て
い
な
い
点
も
あ
り
、
洵

に
遺
憾
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
際
式
典
を
通
じ
祝
意
を
表
す
る

と
共
に
、
関
係
官
公
衙
そ
の
他
一
般
に
P
R
す
る
こ
と
は
極
め

て
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
と
存
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

く第5I号)

1
、
計
画
の
大
要

の

開
催
の
目

昭
和
45
年
10
月
上
旬

②

開
催
場
所

札
幌
市

③

参
加
者

北
海
道
行
政
書
士
会
会
員
並
び
に
関

係
官
公
衙

④

経

費

収
入
92
万
円
、
支
出
92
万
円

収

入

内

訳

本
会
支
出
、
40
万
円

支
部
協
力
費
、
外
方
6
千
円

広
告
収
入
、
24
万
円

雑
収
入
、
3
万
4
千
円

計

92
万
円

②

真
の
他
の
表
彰
は
実
行
委
員
会
で
選
考
す
る
こ

、と
o

③

日
行
達
総
会
の
代
議
員
に
つ
い
て

犬
飼
、
長
谷
川
、
久
保
田
、
星
、
榎
波
、
成
沢
、
有

馬
、
後
藤
、
石
川
の
9
名
と
決
定
。
う
ち
犬
飼
、
長

谷
川
、久
保
田
、星
、
石
川
の
5
名
出
席
す
る
こ
と
。

④

本
会
で
発
行
す
る
領
収
証
は

○

法
制
定
卸
周
年
記
念
広
告
料
と
し
て

②

法
制
定
刻
周
年
記
念
行
事
負
担
金
と
し
て
(会

員
ー
人
知
円
の
分
)

第
一
回

実
行
委
員
会

日

時

昭
和
45
年
4
月
25
日

午
ー
後
時

と
こ
ろ

札
幌
市
南
ー
条
西
5
丁
目

愛
生
館
ビ
ル
第
3
会
議
室

出
席
者

長
谷
川
、
有
馬
、
成
沢
、
関
根
、
星
、
森
口

議

事
一
、
開
会
挨
拶
:
"
!
委
員
長

長
谷
川
寿
延

法
制
定
記
念
行
事
に
際
し
、
表
彰
者
の
入
選
に
つ
い
て

協
議
し
た
い
。

二
、
協
議
事
項

表
彰
規
準
を
示
し
て
、
支
部
長
に
候
補
者
を
出
し
て
質

　　　　

◎
表
彰
規
準
は
次
の
通
り
と
す
る
。

-
、
行
政
書
士
の
業
務
の
改
善
進
歩
に
貢
献
し
た
る
も

の
。

2
、
会
の
進
歩
改
善
に
特
に
功
績
あ
り
た
る
も
の
。

3
、
社
会
的
に
行
政
書
士
と
し
て
信
用
を
高
め
る
業
績

あ
り
た
る
も
の
。

4
、
開
業
10
年
以
上
の
も
の
。

5
ゞ
年
齢
お
歳
以
上
の
も
の
。

　
　
　

6
、
-
は
云及
び
支
部
役
員
並
び
に
委
員
と
し
すき
遥
I以

支
出
鞠

訳

-藤

記
念
誌
、
42
万
円

会
場
費
、
記
念
品
費
、
表
彰
費
、
委
員
会
費
、
通
信

費
、
印
刷
費
、
雑
費
、
予
備
費
、
そ
の
他
50
万

計

92
万
円

2
、
広
告
収
入
に
つ
い
て

の

予
算
の
収
入
、
支
出
に
つ
い
て
は
前
記
の
通
り
で
す

が
、
記
念
誌
の
広
告
収
入
で
は
一般
商
社
等
の
広
告
も

見
込
ん
で
い
ま
す
の
で
、
貴
部
内
該
当
商
社
に
申
入
れ

て
協
力
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
御
配
慮
を
願
い
度
い
。

②

次
に
会
員
、
殊
に
役
員
各
位
に
は
こ
の
式
典
の
趣
旨

を
ご
理
解
下
さ
れ
、
広
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

広
告
料
は
商
社
と
も
一
件
3
千
円
以
上
ー
万
円
程
度
と

し
、
写
真
ト
ッ
パ
ン
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
実
費
の
支

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

③

申
し
込
み
先

札
幌
市
南
ー
条
西
5
丁
目
、
愛
生
館
ビ
ル
内

北
海
道
行
政
書
士
会

電
話
第
-
畑

の

送
金
方
法

閉

振
替
の
場
合

振
替
小
樽
8
2
2
4

北
海
道
行
政
書
士
会

回

銀
行
振
込
み
の
場
合

札
幌
市

北
海
道
銀
行
本
店

北
海
道
行
政
書
士
会

申
し
込
み
と
同
時
に
送
金
し
て
下
さ
い
。
そ
の
場
合

必
ず
記
念
広
告
料
と
裏
書
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　

昭
和
45
年
4
月
23
日

午
後
ー
時

東
京
都
文
京
区
根
津
2
丁
目

弥
生
会
館

橋
本
会
長
、
種
本
、
渡
辺
、
佐
野
:
!
:
副
会
長

日

時

場

所

出
席
者

上
在
職
し
、
会
務
執
行
上
特
に
功
績
あ
り
た
る
も

の
。

※
但
し
会
運
営
に
阻
害
あ
っ
た
も
の
は
除
く
。

閉

会

午
後
4
時

終
了

◎
行
政
書
士
法
制
定
二
十
周
年
記
念

式
典
趣
旨

多
年
待
望
さ
れ
て
い
た
行
政
書
士
法
は
、
昭
和
二
十
六
年
二

月
二
十
二
日
法
律
第
四
号
を
以
て
公
布
実
施
さ
れ
て
よ
り
満
二

十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
後
昭
和
三
十
五
年
同
法
の
一
部

改
正
が
あ
り
、
同
法
第
十
五
条
に
よ
っ
て
都
道
府
県
ご
と
に
会

則
を
定
め
て
、
行
政
書
士
会
を
設
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
な
り
、
本
道
に
も
北
海
道
行
政
書
士
会
が
設
立
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
強
制
会
と
し
て
昭
和
三
十
五
年
九
月
札
幌
市
に
お

い
て
北
海
道
行
政
書
士
会
の
創
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
法
は
同
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
本
年
で
満
十

周
年
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
行
政
書
士

は
従
来
の
代
書
人
か
ら
法
に
基
づ
く
行
政
書
士
と
な
り
、
更
に

行
政
書
士
会
の
会
員
で
な
け
れ
ば
葉
と
し
て
行
政
書
士
の
業
務

を
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
い
強
制
法
と
な
り
法
律
的
に
も
社
会

的
に
も
認
め
ら
れ
、
一
面
業
務
を
通
じ
法
律
の
趣
旨
の
も
と
に

社
会
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
本
会
創
立
当
時
は
三
百
名
に
達
し
な
い
会
員
が
関
係
官

公
衙
は
も
と
よ
り
会
員
各
位
の
協
力
の
も
と
に
年
々
増
加
し
、

八
百
三
十
余
名
の
会
員
を
擁
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
は
、
ご

同
慶
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
如
く
行
政
書
士
法
制
定
実
施
さ
れ
て
薮
に
二
十
周
年

を
迎
え
ま
し
た
が
未
だ
法
の
趣
旨
が
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
非
行
政
書
士
が
各

地
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
洵
に
遺
憾
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で

あ
り
、
こ
の
機
に
関
係
官
公
衙
と
一
般
の
理
解
と
協
力
と
に
よ

ー 2 -

青
木
、藤
山
、三
原
、
三
浦
、
伊
藤
、
植
村
、
原
、

鈴
木
、柳
原
、大
倉
、
市
川
、
土
屋
、
外
監
事
2
名

議

事
ー
、
昭
和
44
年
度
収
支
決
算
/

‐
‐萎

事
業
計
画
＼

折

3
、
昭
和
45
年
度
収
支
予
算
案

記
念
事
業
費
と
し
て
目
を
持
つ
こ
と
。

4
、
昭
和
45
年
度
の
事
業
計
画
案

イ
、
法
改
正
協
力
推
進
運
動

ロ
、
業
務
別
専
門
部
会
設
置
強
化

ハ
、
関
係
官
公
庁
緊
密
強
化

--、
事
務
所
設
置
及
び
事
務
局
の
充
実

ホ
、
勾
周
年
記
念
式
典

5
、
昭
和
45
年
定
時
総
会
日

イ
、
日

時

昭
和
45
年
5
月
ロ
ロ

ロ
、
と
こ
ろ

石
川
県

山
代
温
泉
午
前
10
時

*
支
部
だ
よ
り
…

小
樽
支
部
業
務
研
修
会

昭
和
45
年
4
月
4
日

午
後
ー
時

小
樽
市
民
会
館

2
F

自
賠
責
業
務

小
樽
支
部
会
員

金
沢
七
四
郎
氏

北
海
道
行
政
書
士
会
長

渡
辺
慶
古
氏

細
井
支
部
長
外
知
名

日

時

と
こ
ろ

研
修
科
目

講

師

来

賓

出
席
者

研
修
内
容

ー
、
保
険
会
社
と
国
家
保
険
制
度

2
、
査
定
事
務
所
の
性
格

3
、
請
求
権
の
時
効

4
、
他
人
と
わ
の
定
規

会
務
報
告

ー 3 -



日
[
20月　　

5
、
保
険
金
請
求
に
つ
い
て

の

本
請
求

②

仮
払
請
求
(被
害
者
)

国

内
払
請
求
(加
害
者
)

6
、
請
求
書
記
載
に
つ
い
て

○

契
約
書

②

保
有
者

③

運
転
者

④

代
理
人

7
、
添
付
書
類
の
留
意
点

①

領
収
書

②

貸
借
契
約
書

③

委
任
状

(
一括
委
任
行
為
、
自
認
行
為
)

戸

籍

関
係

○

戸
籍
謄
本

②

戸
籍
の
除
籍
謄
本

③

戸

籍
抄
本

④

民
生
委
員
又
は
町
内
会
長
の
証
明
書

8
、
真

の

他

十
勝
支
部
総
会

北 海 道 行 政 書 士 会 報

日

時

場

所

出
席
者

来

賓

議

事
ー
、
議
長
選
出

昭
和
45
年
4
月
12
日

午
後
ー
時
30
分

帯
広
市
西
3
条
南
紀
丁
目

日
本
橋
食
堂
2
階

盤

名

十
勝
支
庁
総
務
課
行
政
係

川

西

主

事

北
海
道
行
政
書
士
会
会
長

渡
辺
慶
音
氏

平
賀
昌
夫
氏
と
決
定

理

事

鈴
木
一
雄
、
天
野
晴
清
、
柴
山
信
一
郎
、
豊

田
春
男
、
横
山
達
郎
、
国
本
虎
秋
、
福
原
英

雄

綱
紀
委
員

上
野

尊
、
里
麻
重
男
、
八
木
浩
一

其

の

他

行
政
書
士
法
制
定
20
周
年
、
強
制
会
m
周
年
に
当
る
年
な

の
で
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
な
う
こ
と
に
決
定
。
以

上

十
勝
支
部
第
一
回
役
員
会

日

時

場

所

議

案

昭
和
45
年
4
月
氾
日

午
後
1
時
半

帯
広
市
西
7
条
南
7
丁
目

法
務
セ
ン
タ
ー

役
員
業
務
分
担
に
つ
い
て

支
部
統
轄
支
部
長

村

瀬

茂

副
支
部
長

久

我

豊

治

村

瀬

茂

久

我

豊

治

田

中

書

吉

島

崎

邦

男

総
務
部
副
支
部
長

常
任
理
事
部
長

理

事

企
画
部
副
支
部
長

常
任
理
事
部
長

理

事

田

中

喜

古

国

本

虎

秋

天

野

晴

清

横

山

達

郎

福

原

英

雄

島

崎

邦

男

久

我

豊

治

豊

田

春

男

柴

山

信
一郎

鈴

木

-

雄

事

三

浦

純

一

旧

監

事

綱
紀
委
員
委
員
長

委

員

㈲

相
談
役

十
勝
支
部
企
画
部
会

日

時

場

所

議

案

日

時

　

　

昭
和
45
年
4
月
25
日

午
後
ー
時

支
部
長
事
務
所
(帯
広
市
大
通
南
燧
丁
目
)

A

一
、
新
都
市
計
画
法
に
つ
い
て
の
講
習
会
を
5
月
16
日

午
前
ゆ
時
よ
り
行
な
う
o

二
、
講
師
を
帯
広
市
役
所
担
当
係
に
依
頼
す
る
。

三
、
会
員
は
出
席
者
ー
名
鋤
円
と
す
る
。

四
、
土
地
家
屋
調
査
士
に
関
連
す
る
の
で
共
催
で
行
な

　　　
　

B

業
務
内
容
を
書
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
。

C

報
酬
料
金
改
正
委
員
会
を
開
催
す
る
。

5
月
下
旬
の
予
定

･

以

上

- 4

十
勝
支
部
総
務
部
会

昭
和
45
年
5
月
9
日

午
後
ー
時

田
中
副
支
部
長
宅

(帯
広
市
西
2
条
南
評
丁
目
)

業

務

資

料
企

画

部

会
社
の
業
務
の
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車
に
関
す
る
規
程
を

設
け
て
い
る
例
が
多
く
、
こ
れ
ら
自
動
車
の
数
も
益
々
多
く
な

っ
て
い
る
し
、
ま
た
交
通
事
故
も
激
増
し
て
い
る
昨
今
、
こ
の

規
程
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
薮
に
業
務
資

料
に
供
す
る
た
め
一
つ
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

(事
例
)
建
材
会
社

資
本
金
五
千
万
円

従
業
員
数

三
六
〇
名

社
用
自
動
車
の
使
用
取
扱
規
定

第
一条

社
用
自
動
車
は
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
取
扱
う
。

第
二
条

社
用
自
動
車
と
は
乗
用
車
、
貨
物
車
、
商
用
車
、
単

車
等
で
当
社
の
業
務
の
た
め
に
使
用
す
る
一
切
の
車
を
い

こフ′0

上

野

尊

里

麻

重

男

矢

木

係

一

横

波

弥
一郎

佐
々
木

行

雄

平

賀

昌

夫

野

際

荘

一

前

寺

忠
三
郎以

上

鉛覇
鸚
簾
嬢
凝
報も
-括上程

二
、
三
の
質
問
あ
っ
て
承
認
と
決
定

原
案
通
り
可
決

6
、
役
員
改
選

5
名
の
選
考
委
員
に
よ
り
左
の
如
く
選
考
さ
れ
た
。

支
部
長

村

頼

茂

副
し支
部
長

田
中

清
＼
島
崎
邦
男
へ
“久
裁
豊
治
"

議

案
一
、
講
習
会
に
つ
い
て

企
画
部
で
計
画
し
て
い
る
講
習
会
に
全
面
的
に
支
援
す

る
。議

員
移
灘
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重
要
度
に
応
じ
て
適
切
か
つ
計
画
的
に
配
車
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
七
条

社
用
車
は
会
社
の
業
務
に
使
用
す
る
も
の
で
私
用
に

用
い
、
或
い
は
個
人
が
専
用
す
る
事
は
で
き
な
い
。

但
し
役
員
使
用
の
場
合
は
別
に
定
め
る
。

第
八
条

運
転
者
は
社
用
車
に
て
外
出
の
場
合
は
必
ず
行
先
、

経
路
所
要
時
間
を
予
め
担
当
課
長
に
報
告
の
上
無
駄
の
な

い
運
行
を
す
る
様
心
が
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条

運
転
者
は
乗
車
中
沈
着
に
注
意
深
く
又
無
理
せ
ず
安

全
第
一
に
運
転
し
、
交
通
法
規
を
厳
守
の
上
、
事
故
無
き

様
運
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
条

運
転
者
が
管
理
を
委
任
さ
れ
た
社
用
車
に
つ
い
て
は

常
時
整
備
を
行
な
い
安
全
円
滑
に
運
転
出
来
る
様
心
が
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条

運
転
者
は
勤
務
中
は
勿
論
の
事
私
生
活
に
お
い
て

も
摂
生
に
努
め
、
夜
ふ
か
し
飲
酒
等
に
よ
っ
て
正
常
な
運

転
を
妨
げ
ぬ
様
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条

配
車
責
任
者
又
は
連
行
を
管
理
す
る
立
場
に
あ
る

も
の
は
交
通
法
規
を
違
反
し
な
け
れ
ば
用
務
の
達
成
不
可

能
で
あ
る
が
如
き
運
転
業
務
を
課
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
十
三
条

配
車
責
任
者
は
社
用
自
動
車
の
運
行
に
は
充
分
注

意
の
上
、
経
済
的
に
運
転
す
る
様
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
第
十
四
条

社
用
車
が
万
一
出
先
で
事
故
を
起
し
た
場
合
は

臨
機
応
変
の
処
置
を
し
た
上
速
や
か
に
そ
の
旨
を
会
社
に

連
絡
し
、
そ
の
指
揮
に
従
っ
て
処
置
を
し
、
帰
社
後
は
直

ち
に
所
属
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
-

第
十
五
条

社
用
車
の
事
故
に
つ
い
て
は
現
場
の
見
取
図
を
添

え
始
末
書
を
そ
の
日
の
内
に
所
属
長
を
経
由
し
て
総
務
課

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条

社
用
車
の
運
転
者
は
運
転
に
当
っ
て
は
行
先
順
路

を
確
認
の
上
、
最
も
安
全
経
済
的
に
運
行
で
き
る
コ
ー
ス

を
“選
ば
一ね
ば
“な
ら
な
い
。

第
十
七
条

社
用
車
を
利
用
す
る
者
は
配
車
責
任
者
が
指
定
し

た
時
間
を
厳
守
し
指
定
時
間
を
越
え
る
場
合
は
速
や
か
に

配
車
責
任
者
宛
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
八
条

社
用
車
を
修
理
又
は
部
品
の
購
入
を
し
よ
う
と
す

る
時
は
管
理
担
当
課
長
の
許
可
を
得
た
後
に
必
ず
総
務
課

に
申
出
て
立
会
の
上
修
理
部
品
の
取
替
箇
所
を
正
確
に
調

査
確
認
し
所
定
の
様
式
に
よ
っ
て
承
認
を
受
け
指
定
さ
れ

た
店
に
て
行
な
う
事
と
す
る
。

第
十
九
条

社
用
車
の
車
検
及
び
車
輛
保
険
、
賠
償
保
険
等
に

つ
い
て
は
有
効
期
間
満
了
の
日
前
一
カ
月
以
前
に
運
転
者

又
は
配
車
責
任
者
が
意
見
書
を
作
成
し
管
理
担
当
課
長
の

検
印
後
所
属
長
を
経
由
し
て
総
務
課
に
申
出
る
も
の
と
す

る
。

.

第
二
十
条

配
車
責
任
者
は
車
の
状
況
は
勿
論
運
転
者
の
健
康

状
態
に
常
に
注
意
を
払
い
車
体
又
は
機
能
の
障
害
に
よ
り

或
い
は
運
転
者
が
正
常
な
運
転
を
行
な
い
得
な
い
身
体
状

況
の
た
め
に
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
の
な
い
様
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

車
の
異
常
又
は
運
転
者
の
身
体
の
異
常
を
知
っ
た
時
は
運

転
を
中
止
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条

会
社
の
正
常
な
業
務
遂
行
中
に
交
通
違
反
又
は

交
通
事
故
が
発
生
し
、
そ
の
た
め
に
生
じ
た
科
料
及
び
修

理
費
に
対
し
て
は
保
険
で
填
補
で
き
る
も
の
以
外
は
運
転

者
自
身
が
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
二
条

社
用
自
動
車
の
運
転
が
終
了
し
た
際
は
直
に
車

庫
又
は
所
定
の
場
所
に
格
納
し
、
そ
の
旨
管
理
担
当
課
長

に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
三
条

ガ
ソ
リ
ン
及
び
オ
イ
ル
の
購
入
に
つ
い
て
は
会

社
の
指
定
す
る
給
油
券
に
て
定
め
ら
れ
た
ス
タ
ン
ド
に
て

購
入
す
る
も
の
と
す
る
。

但
し
地
方
に
出
張
し
て
指
定
の
ス
タ
ン
ド
が
な
い
場
合
に

は
現
塗
に
て
購
入
す
る
事
が
で
き
る
o

第
二
十
四
条
g
.運
転
者
は
毎
日
業
務
終
了
後
所
定
の
粁
“
本
て

日
報
を
作
成
し
、
そ
の
日
の
内
に
提
出
す
る
も
の
と
す

る
。

第
二
十
五
条

本
規
定
は
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
よ
り
こ
れ

を
実
施
す
る
。
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